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外国語で書かれた大量の特許文書を検索・調査するた

めに機械翻訳技術が広く用いられている。機械翻訳技術

には、大きく２つの枠組みがある。１つは、長年研究開

発が続けられてきた、辞書や訳し分け知識を記述した規

則に基づく RBMT（規則ベース機械翻訳）である。も

う一つは、対訳コーパスを利用した SMT（統計的機械

翻訳）であり、近年盛んに研究が行われている。SMT

の一手法であるフレーズベース SMT では、対訳コーパ

スから対訳となるフレーズを統計的に抽出して翻訳モデ

ルを構築し、翻訳を行う。特許翻訳においては、パテン

トファミリーから大規模な対訳特許コーパスを比較的容

易に構築することが可能であり、英日特許翻訳タスクに

おいて、SMT が RBMT に比べて高い翻訳精度を示し

ている [1]。

一方、RBMT の翻訳結果に対して SMT の枠組みを

用いて後編集を実現する SPE（統計的後編集）を適用

することで、特許翻訳や科学技術論文の翻訳タスクにお

いて自動評価スコアが大幅に改善することが報告されて

いる [2,3]。

本稿では、RBMT に SPE を適用するメリットにつ

いて紹介し、特許翻訳の自動評価および人手評価による

分析結果について報告する。

SPE による翻訳方式の概要を図１に示す。はじめに、

対訳コーパス中の原言語文を RBMT によって翻訳し、

目的言語による翻訳結果文を得る。次に、翻訳結果と参

照訳文を対訳コーパスとみなして、翻訳結果から参照訳

文への変換を行う翻訳モデルおよび目的言語による言語

モデルを学習によって構築する。学習は、従来の SMT

と同じ枠組みを用いることができる。翻訳実行時には、

RBMT による翻訳結果に対して、あらかじめ構築した

モデルを適用することによって、後編集された翻訳結果

を得ることができる。図１の例では、RBMT によって

中国語から日本語に翻訳し、SMT によって（翻訳され

た）日本語から日本語への翻訳（後編集）を行っている。

ある分野において十分な対訳コーパスが利用可能であ

れば、RBMT に対して SPE を適用することで以下の

ような効果が得られる。

（１）未知語・誤訳の修正

RBMT において未知語や訳し分け誤りであったとし

ても、該当する訳語を参照訳文に対応した訳語に修正し、

翻訳精度が向上する。例えば、図１の RBMT 翻訳結果

の「持っている」という訳語を、特許文書により適した

表現である「有する」へと修正することが出来る。
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（２）翻訳結果の自然性の向上�

助詞等の追加・削除や、特定の言い回し（フレーズ）

をより自然な表現に変換することで、RBMT が課題と

している翻訳結果の流暢さが改善される。図１の例では、

「以下効果」に対して助詞の追加を行い、「以下の効果」

と修正され、より自然な訳文となっている。

（３）翻訳処理失敗文の補正

例外として、規則の不備や誤字・脱字等の原文の誤り

が原因で RBMT の翻訳処理が失敗したとしても、同様

の失敗例が学習データ中に存在すれば、翻訳文のある程

度の補正が可能となる。

3.1　実験環境
英日・中日・韓日特許翻訳において、RBMT、SMT、

SPE の翻訳精度の比較を行った。RBMT は商用シス

テム [4] と同等のものを使用し、中日方向においては

220 万語の専門用語辞書 [5] を追加した。SMT およ

び SPE の学習には、英日は 200 万文対（[6] の一

部）、中日および韓日は 100 万文対（[7]）の対訳コー

パスから、Moses-toolkit[8] を用いてフレーズベー

スのモデルを構築した。テスト文は、各翻訳方向とも

に 2000 文を学習用とは別に用意し、自動評価には

2000 文全て、人手評価には 100 文を用いた。

3.2　自動評価
機械翻訳の自動評価において一般的に用いられている

BLEU[9] による評価結果を表１に示す。英日、中日で

は SPE が最も高いスコアを示し、韓日では SMT およ

び SPE が高いスコアを示している。BLEU スコアは、

参照訳文との一致度を示す指標であり、各翻訳方向にお

いて、SPE によって RBMT の翻訳結果が参照訳文に

より近い翻訳結果へと後編集されたことが分かる。

3 特許翻訳における SPE の効果

表 1　自動評価結果

図 1　SPE（統計的後編集）の概要
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3.3　人手評価
人 手 評 価 は、Adequacy お よ び Acceptability[1]

によって評価した。英日、中日および韓日の人手評価結

果をそれぞれ図２、３、４に示す。Adequacy は、原

文の内容をどの程度正確に伝達しているかの指標で、5

段階評価で数値が高いほど正確となる。Acceptability

は、フローチャートに従い、文法的で内容が理解可能な

訳文（AA,A）、非文法的であるが内容が理解可能な訳文

（B,C）、内容が理解できない（F）として、評価ラベル

を付与する。

英日方向では、Adequacy の平均値が RBMT3.53、

SMT2.12、SPE3.93 と、SPE が他のシステムより

優位であることを確認した。なお、図中の * は、ウィ

ルコクソンの符号順位検定による有意差（p<0.05）

を 示 す。 ま た、Acceptability に お い て、 内 容 が 理

解できるレベル（C 以上）の割合が RBMT81.8%、

SMT13.1%、SPE87.9% と、SPE の内容理解度が

向上していることが分かる。

中日方向においても同様に、Adequacy の平均値が

RBMT2.95、SMT3.02、SPE3.34、内容理解度が、

RBMT39.8%、SMT38.8%、SPE43.9% と、SPE

の有効性を確認した。

韓日方向では、言語が類似していることから、各シス

テムともに高い評価結果となっているが、SPE によっ

て RBMT の評価結果が改善していることを確認した。

また、Acceptability の分布に注目すると、各翻訳方

向において、SPE は RBMT と比べて自然な訳文（AA）

の割合が高くなっており、RBMT が課題としている翻

訳結果の流暢さが改善していることが分かる。

3.4　翻訳例
表２に RBMT および SPE の翻訳結果の一例を示す。

EJ-1 では、「展示スペース」がより適切な「表示領域」

に修正されている。EJ-2 では、不自然な訳出が修正

され、内容理解度および可読性の高い翻訳結果となっ

ている。また EJ-3 の RBMT 訳では、解析失敗を示す

「･･･・」が訳出され、内容を理解することが困難である

が、SPE 訳ではある程度内容が理解できるレベルまで

改善していることが分かる。

中日翻訳においても同様に、誤訳の修正「胸骨→前駆

体」や、訳出フレーズの自然性の向上を確認することが

出来る。

図 2　人手評価結果（英日） 図 3　人手評価結果（中日） 図 4　人手評価結果（韓日）
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本稿では、RBMT（規則ベース機械翻訳）に SPE（統

計的後編集）を適用し、英日・中日・韓日特許翻訳にお

ける有効性を確認した。SPE は、自動評価においてフ

レーズベース SMT と同等以上のスコアを実現すると同

時に、人手評価においても正確さと内容理解度の高い翻

訳結果となっていることを確認した。

今後は、RBMT の特徴であるきめ細かいカスタマイ

ズ機能と、SPE による翻訳精度の向上を両立させるこ

とにより、特許翻訳における実用性を高めていきたい。
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表 2　翻訳結果例




